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■「地域再発見プロジェクト」

JR東日本が取り組む地域活性化施策



＜スポーツツーリズムによる地域活性施策ビジョン＞

自然環境を活かした官民協働による
魅力ある観光コンテンツの創造と継続性のある地域づくり

観光分野のフィールド拡大

地域ブランド力向上

地域との連携強化

●観光資源の見直しと新たな観光需要の掘り起しによる交流の創出
●地域活性化に向けた「コトづくり」の推進
●食文化など他の魅力的なコンテンツとの複合型魅力づけ

●地域の魅力発信による継続的な観光流動の促進
●「住みたいまち」としての更なる価値向上

●行政、各自治体、地域関係者、企業間での連携強化

目指すべきもの

地域活性化にむけたスポーツツーリズムの活用



海外
★施策に関わる支援
・施策の企画立案（観光資源の発掘、イベント企画など）
・仕組みづくりへの協力（オーガナイザーなど）
・主催・運営協力、協賛セールス協力

東日本エリア
各地

JRグループの主な役割

駅ビル・駅

利用者

★他プロジェクトの活用

★鉄道事業者としての支援
・旅行商品の設定、販売
・臨時列車の運行、臨時停車駅設定（サイクルトレインなど）
・告知協力（トレインチャンネルなど交通媒体の活用）

モノ・情報発信

交流人口の拡大、新たな観光流動の創出！

沿線ブランド
向上施策

「コトづくり」
イベント開催・誘致

合宿誘致
施設整備

など

首都圏

★自治体・地域
との連携

★協賛等による支援
・協賛、物品協賛（ミネラルウォーター、警備カメラ提供など）
・当社他プロジェクト事業との連携
（ホテル、首都圏での開発、グループ会社の活用）

地域活性化施策の取り組みイメージ

など

ホテル

自治体
地域関係者



事例紹介

千葉エリアでの取り組み



【６次産業化・のもの】
○産直市・のもの
○6次産業化

○サイクリング

○サイクリング＆
サイクルトレイン

○房総ジビエ

両国駅

【スポーツ観光】
○マラソン
○サイクリング
○トライアスロン
○ビーチマリンスポーツ

○マラソン
○トライアスロン

京葉線BSL

○マラソン
○トライアスロン
○ビーチスポーツ

【沿線価値向上施策】
○京葉チーム6
（ジェフ千葉、千葉ロッテ、
千葉ジェッツ、千葉ゼルバ、
オービックシーガルズ、
バルドラール浦安）

ホテル
ファミリーオ館山

ステーションライドin南房総

【千葉駅ビル開発および千葉駅周辺開発】
○情報発信／交流拠点の整備（予定）

千葉エリアでの「コトづくり」

千葉のポテンシャルと魅力あるコンテンツの融合で
地域の活性化を推進

（これまでの実績など）

【観光】
○旅行商品 ※県内全域

サイクルトレイン

スポーツコンセプトホテル

地域と取り組む地域活性化施策

https://view.eki-net.com/pc/personal/search/wb/3003_RMPackageSearchResult?packageType=3&area=5&pref=12&adultPax=2&utm_source=jre&utm_medium=ban&utm_content=higaeri_boso&utm_campaign=higaeri


主な取り組み事例：サイクリング・トライアスロン・マラソンイベント、サイクルトレイン、ホテル

●Station Ride in 南房総＆サイクルトレイン運行
開催日：10月下旬 参加数：300名（うちサイクルトレイン利用90名）
連携自治体：南房総市、館山市
当社の主な役割：主催、サイクルトレイン運行、トレインチャンネル・車内ポスターでのPR実施、インバウンドの取り込み（台湾）
その他サイクリングイベントへの協力：グレースアース館山南房総鴨川ライド、ツール・ド・ちば
特徴：

●館山わかしおトライアスロン＆サイクルトレイン運行
開催日：6月下旬 参加数：1,000名
連携自治体：館山市
当社の主な役割：協賛、協賛営業、サイクルトレイン（バス）運行、トレインチャンネルでのPR実施
その他トライアスロンイベントへの協力：九十九里トライアスロン、木更津トライアスロン

●ホテルファミリーオ館山
開業：1998年 ※JR直営ホテル
リニューアル開業：2010年
※スポーツ＆アクティビティをコンセプトとした
ホテルにリニューアル

客室：31室 定員：94名

【スポーツ】
●大自然満喫サイクリング！

・サイクリングを通じて豊かな自然に触れる

【文化】
●発駅「両国駅」の歴史に触れる

・東京から房総方面へ向かうターミナル駅「両国駅」3番線臨時ホームから出発
・コース上の観光・文化スポット（城址、神社、灯台など）を巡る

●地元の「食」を堪能！
・地域の魅力情報満載「道の駅」がエイドステーション、地元ならではの食を味わう

【観光】
●サイクルトレイン乗車！ 列車と自転車の旅

・列車の旅から自転車の旅を通じて地域の魅力に触れる

■館山わかしおトライアスロン告知
（トレインチャンネル）

■ホテル施設

●ちばアクアラインマラソン、いすみ健康マラソン、館山若潮マラソン、X-RUN千葉クロスカントリー、ランランフェスティバルin蘇我



※JR直営ホテル
スポーツコンセプト
ホテルへ
リニューアル
（2010年2月）

2010年

★館山わかしおサイクルフェスタ

(★)館山わかしおトライアスロン
＆サイクルトレイン

★南房総スポーツ観光セミナー

2020オリパラ
事前キャンプ誘致活動

グレートアース
館山南房総鴨川ライド

★ステーションライドin南房総
＆サイクルトレイン

トライアスロン
日本代表等
キャンプ実施

Jリーグクラブ等
キャンプ実施

主な取り組み事例：JRが地域と取り組む南房総エリアでのスポーツツーリズム施策 相関図

JBVビーチバレープロツアー

★スポーツビーチin館山

2009年

館山若潮マラソン

ツールドちば

館山OWSフェスタ
＆ジャパンカップ

ホテル
ファミリーオ

館山

★トライアスロンアジア選手権
館山大会

2012年 2013年 2014年2011年 2015年 2016年 2017年

サイクリング トライアスロン ビーチスポーツ セミナー

★＝JR主催イベント （★）＝主催したイベント

地域
宿泊施設

※海上自衛隊
館山基地内会場協力

※海上自衛隊
館山基地内会場協力

※オランダ・千葉県
2020事前キャンプ実施合意

（2016年7月）
※千葉県及び南房総3市1町で

誘致活動開始



サイクルトレイン専用列車『B.B.BASE』 2018年1月デビュー
（ＪＲ東日本プレスリリース 2017年８月25日）

4 車両概要
車 両 :既存車両 209 系の改造(6 両編成)
座席数:99 席

5 運転開始予定月
2018 年 1 月

6 運転区間
房総エリア

7 発売方法
旅行商品での発売を予定しています。

8 「B.B.BASE」専用ホームページ
URL http://www.jreast.co.jp/chiba/bbbase/

【房総エリアでの主なサイクルトレイン（これまでの 209 系改造型電車）運行実績】
・「ステーションライド in 南房総」アクセス ※2013 年度より毎年 1 回運行（2017 年 10 月 28 日運行予定）
・「九十九里トライアスロン」アクセス ※2014 年度より毎年 1 回運行（2017 年 9 月 16 日運行予定）
・「木更津トライアスロン」アクセス ※2017 年度より初運行（2017 年 8 月 27 日運行）
・「館山わかしおトライアスロン」アクセス ※2017 年度より初運行（2017 年 6 月 25 日運行）

http://www.jreast.co.jp/chiba/index.html


事例紹介

ペルチ土浦（駅ビル）サイクルステーション



ペルチ土浦（駅ビル）サイクルステーション 2018年春オープン
（ＪＲ東日本プレスリリース 2017年2月27日）



事例紹介

秋田駅前『JR秋田ゲートアリーナ（仮称）』



秋田駅前『JR秋田ゲートアリーナ（仮称）』 2019年冬オープン
（ＪＲ東日本プレスリリース 2017年3月16日）



秋田駅前『JR秋田ゲートアリーナ（仮称）』 2019年冬オープン



地域に生きる。


